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GRADE A

MAEC TECHNICAL NEWS
No.M16C-80-0110

M16C/6N0,M16C/6N1グループ使用上の注意事項
CANコントローラのステータスリード

(MAEC TECHNICAL NEWS[M16C-63-0010]改訂)

分 □ドキュメント正誤表 対   M16C/6N0グループ
　　　■注意事項      M16C/6N1グループ

□ノウハウ
類 □その他 象
　

M16C/6N0,M16C/6N1 グループの CANコントローラは、CAN 用の一部 SFR(表 1 参照)

に対しては、一定の周期でステータス更新を行っています。この SFRに対して CPUと CAN

コントローラが同一タイミングでアクセスした場合、CPUのアクセスが優先され、CANコン

トローラからのアクセスを禁止する仕様になっています。

(同時アクセスに対するアービトレーションの仕様は、CAN用の一部 SFR領域でリードモ

デイファイライト命令であるビットセット、ビットクリア命令をサポートするために採用して

います。)

このため、CANコントローラのステータス更新周期と CPUのアクセス周期が常時重なっ

た場合、CANのステータスを更新できません(図 1参照)。

以上のことから CPUのアクセスが CANコントローラの更新周期に同期しないように、以

下の点に注意してください。

(1) CPU が CAN ステータスレジスタを読み出す前に、3fcan 以上(表 2)の待機時間を持た

せる(図 2(1)参照)。

(2) CPUが CANステータスレジスタをポーリングする場合、3fcanより長い周期でポーリ

ングする(図 2(2)参照)。
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表 1 CANコントローラが一定の周期でステータス更新を行う SFR

レジスタ名 シンボル アドレス ビット名
CANステータスレジスタ C0STR

C1STR(6N0のみ)
021316,021216

023316,023216

b3,b2, b1,b0:アクティブスロット判定ビット
b4: 送信完了フラグ
b5: 受信完了フラグ
b6: 送信フラグ
b7: 受信フラグ
b8: リセットステートフラグ
b12:バスエラーステートフラグ
b13:エラーパッシブステートフラグ
b14:エラーバスオフステートフラグ

タイムスタンプレジスタ C0TSR
C1TSR(6N0のみ)

021F16,021E16

023F16,023E16

-

表 2 CANコントローラステータス更新周期

3fcan時間 = 3 × Xin(元発振時間) × CANクロック用分周値(CCLK)

(例 1) 条件 Xin16MHz　CCLK:1分周 3fcan時間 ＝ 3×62.5ns×1 ＝ 187.5ns

(例 2) 条件 Xin16MHz　CCLK:2分周 3fcan時間 ＝ 3×62.5ns×2 ＝ 375ns

(例 3) 条件 Xin16MHz　CCLK:4分周 3fcan時間 ＝ 3×62.5ns×4 ＝ 750ns

(例 4) 条件 Xin16MHz　CCLK:8分周 3fcan時間 ＝ 3×62.5ns×8 ＝ 1.5μs

(例 5) 条件 Xin16MHz　CCLK:16分周 3fcan時間 ＝ 3×62.5ns×16＝ 3μs
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fcan

CPUのリード信号

CANコントローラの
更新周期

CANリセット信号

CANステータスレジスタ
b8:ﾘｾｯﾄｽﾃｰﾄﾌﾗｸﾞ

× × × × ×

0:動作ﾓｰﾄﾞ
1:ﾘｾｯﾄﾓｰﾄﾞ

図 1　CANコントローラの更新周期と CPUの読み出し周期が一致した場合
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図 2(1)　CPUの読み出し前に 3fcan待機時間を持たせた場合
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図 2(2)　CPUのポーリング周期を 3fcanより長くした場合
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×:CANコントローラがリセットステートフラグを更新する周期と CPUの読
　み出し周期が一致した場合、CPUの読み出しが優先されるため、リセット
　モードにならない。

×:CANコントローラがリセットステートフラグを更新する周期と CPUの読み出
　し周期が一致した場合、CPUの読み出しが優先されるため、リセットモードに
　ならない。
○:4fcanの時間で必ず更新される。

○:3fcanの時間で必ず更新される。

待機時間

4fcan


